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―平成３０年度―  

社会福祉法人幕別町社会福祉協議会「事業計画」 

 

 

 
社協とは？        地域の困りごとを解決する！ 

                   困りごとを解決する仕組みをつくる！ 

 

Ⅰ 事業推進の背景                             

近年、少子高齢・人口減少社会の進行や生活困窮世帯の増加等を背景として、福祉

課題がますます多様化・複雑化する中、既存の福祉制度では対応が困難なケースが浮

き彫りとなり、制度の分野を超えて地域のニーズを包括的に受け止め、支援するため

の体制づくりが急がれています。 

平成 29 年５月には、介護保険法をはじめ社会福祉法、障害者総合支援法など 31 本

の法改正を一括した「地域包括ケアシステム強化法」が成立し、その重点テーマの一

つとして「地域共生社会の実現に向けた取り組みの推進」が掲げられました。 

厚生労働省には「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部が設置され、地域福祉推

進の理念として、地域住民が他人事ではなく“我が事”として主体的に地域づくりに

参画することや、高齢者、障がい者、子どもなどの対象者ごとに提供されてきた公的

支援を、縦割りのシステムから“丸ごと”へと転換する動きが活発化しています。 

こうした状況の中、社協が目指すべき事業活動の方向性と果たすべき役割を改め

て確認するとともに、町において展開される地域共生社会の実現に向けた施策・制

度に積極的に関わり、具体的な方策を提言して新規事業の実施や受託に結び付けて

いくという視点が求められます。 
また、今後の取り組みにおいては、行政とのパートナーシップに加え、地域の関

係団体及び社会福祉法人との連携・協働が不可欠であり、地域福祉の推進をリード

するためには、社協の存在意義を広く示すための事業展開が重要となります。 
これらのことから、平成 30 年度においては、新たな職員配置体制によって組織基

盤の強化と活性化を図り、次の重点推進項目に基づき、地域から信頼され必要とされ

る社協活動を実践していきます。 

【幕別町社協のキャラクター物語り】 

♪“天使のマコちゃん”と“ひつじのモコちゃん”は大の仲良し。

マコちゃんは、いつも空から幕別町を見守っています。 

♪地域の皆さんに何か困ったことがあるとすぐに駆けつけて、マコ

ちゃんモコちゃんが力を合わせ地域の困りごとを解決します！マコちゃん  モコちゃん 
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Ⅱ 重点推進項目                              

１ 地域における公益的な取り組みの検討 

（１）町内に本部を置く社会福祉法人（社協、幕別真幸協会、ひまわり）が分野を超

えて連携し、相談支援活動のネットワーク化等について研究・協議するとともに、

地域における公益的な取り組みについて検討を行います。 

（２）公益を目的とする事業として障がい者の就労支援カフェ「ノンノ」を運営し、

地域住民やボランティア、閉じこもりがちな高齢者、子育中の母親など誰もが気

軽に立ち寄り交流を図ることができる拠点の整備を目指します。 

２ 社協会費と共同募金を活用した福祉除雪サービスの仕組みづくり 

（１）公区と連携して除雪サービスのモデル事業に取り組み、有償ボランティアを活

用した福祉除雪サービスの仕組みづくりについて検討を行います。 

（２）社協会費と共同募金を福祉除雪サービスの財源として活用することにより、会

費制度と共同募金運動の活性化を推進します。 

３ アウトリーチ※１の徹底によるネットワークの構築と相談支援体制の強化 

（１）アウトリーチ※１の徹底により、制度の狭間や支援につながりにくい生活課題を

発見し、問題解決に向けた事業展開と支援のネットワークづくりに取り組みます。 

（２）社会福祉士の有資格者（地域福祉部門４人、介護保険部門２人）をソーシャル

ワーカー※２（ＳＷ）として位置付け、包括的な相談支援体制の整備を目指します。 

 

※１ アウトリーチ～外に手を差し伸べる。地域に積極的に出向いてサービスの利用者を支援する。 

※２ ソーシャルワーカー～援助を必要とする人に問題解決のアドバイスなどを行う専門職の総称。 

 

Ⅲ 平成３０年度事業計画                          

【１】法人運営事業 【３０,９９８千円】 
１ 会務の運営  

   会務の適正な運営と組織基盤の充実・強化を図ります。 

 （１）理事会（年４回～６回） 

 （２）評議員会（年２回） 

 （３）会長・副会長会議（年４回～６回） 

 （４）理事による法人運営委員会（随時） 

 （５）生活福祉資金等貸付調査委員会（年１回） 

 （６）職員定例会議（年３回～４回） 

 

２ 定期監査の実施と財務諸表等の公表 

  事業運営の透明性を確保するため、適正かつ公正な支出管理に努めるとともに

財務諸表等を公表し、一般の閲覧に供します。 

（１）監事による定期監査（四半期ごとに年４回） 
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（２）会計専門家による財務外部監査（年３回） 

（３）社協だより、ホームページによる財務諸表等の公表と書類の備え置き（随時） 

 

３ 役員・職員研修の推進 

   役員を対象とした研修会及び視察研修の実施、外部講師による職員研修会の開

催、北海道社会福祉協議会等が主催する各種研修会への積極的な参加により、役

員及び職員の資質の向上に努めます。 

（１）役員研修の実施（年２回） 

 （２）職員研修の実施（随時、ＣＳＷ実践者養成研修等の参加） 

 

４ 事業財源の確保と財政基盤の強化 

  社協の財源は、町からの人件費補助及び事業受託金のほか、社協会費、寄附金、

共同募金助成金等によって支えられており、地域に密着した事業活動を展開する

ことによって、安定した事業財源の確保を図ります。 

（１）社協会費を活用した身近なサービス提供による社協会員の加入促進（随時） 

（２）住民が納得できる事業展開による公的財源の安定的確保（随時） 

（３）介護保険事業の収益向上による地域福祉事業への財源の活用（随時） 

 

５ 広報・啓発活動の推進 

   広報・啓発活動の充実強化に努め、地域に理解される社協づくりを推進します。 

（１）社協だより・ボランティアだよりの内容充実（年４回～５回発行） 

 （２）ホームページ（フェイスブック）によるリアルタイム情報の配信（随時） 

 （３）イメージキャラクターの活用による親しみやすさと社協認知度の向上（随時） 

  

６ 共同募金運動（幕別町共同募金委員会）の活性化 

   共同募金助成金は、地域福祉事業の有効な財源となっており、『地域で集めた募

金が地域のために使われる仕組み』をＰＲし、募金運動の活性化に努めます。   

 （１）共同募金・歳末助け合い募金の使われ方を重視したＰＲ活動（10～12 月） 

（２）共同募金寄付金付きピンバッジの販売（年間） 

（３）チャリティーイベントの企画・開催（随時） 

（４）市町村地域助成金の配分（５月） 

 （５）歳末見舞金の配分（12 月） 

 

              

 

 

 マコちゃん 

募金額の約７割は幕別町に配分されます！ 

赤い羽根共同募金は、 

“じぶんの町を良くするしくみ”です。 
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【２】地域福祉事業 【１６,５７５千円】 

  地域に住む誰もが住み慣れた家庭や地域で安心して充実した生活を送ることがで

きるよう、社協会費、寄附金、共同募金助成金を財源として地域福祉事業を実施し

ます。 

１ 地域福祉活動支援事業 

福祉関係団体の活動を支援するため、福祉団体に活動助成金を交付します。 

 ２ 介護用品等給付事業（町受託事業と共同） 

   町の事業と共同して、重度の要介護者が在宅する家庭に対し、介護用品（紙お

むつ等）購入費用を助成します。 

３ 在宅介護者の集い事業（町受託事業と共同） 

   町の事業と共同して、自宅で家族を介護している方を対象に、日帰りバス旅行

による悩み事相談、情報交換、親睦交流等の支援を行います。（年２回） 

 ４ こども夏まつり支援事業 

   忠類保育所で開催される夏まつり花火大会や盆踊り、模擬店等の地域交流事業

への助成を行います。 

 ５ 赤い羽根チャリティー忠類ふれあいもちつき大会の開催（12 月１日：福寿） 

   共同募金運動の一環として、ふれあいセンター福寿において、餅つき体験、不 

用品オークション、ビンゴ大会等の地域交流事業を行います。 

 ６ チャリティーコンサートの開催（４月 15 日：保健福祉センター） 

   社協事業のＰＲと音楽を通じた住民同士のふれあいを目的として、年に数回の

チャリティーコンサートを開催します。 

 ７ 福祉教育育成事業（17 校） 

   町内の小学校（9）、中学校（5）、高校（3）で行われる福祉教育及びボランテ 

ィア活動に対し、助成金を交付します。 

８ 社協だより・ボランティアだよりの発行（年４回～５回） 

  社協の活動内容及び福祉情報を各世帯に提供し、地域福祉活動を啓発するため、

社協だより・ボランティアだよりを発行します。 

９ 福祉金庫貸付事業 

  低所得世帯に対して応急的な資金の貸付を行います。  

10 ふれあい広場の開催（９月２日：保健福祉センター） 

  ふれあい広場実行委員会との共催により、こどもからお年寄りまで住民同士の

ネットワークづくりの場として、ふれあい広場を開催し、社会福祉活動の功労者

に表彰状及び感謝状を贈呈します。 

11 福祉団体等が実施する事業への協力 

  幕別町遺族会の事務局運営を支援するとともに、町が実施する「戦没者追悼式」、

障害者団体連絡協議会が実施する「スポーツ・レクレエーション」、老人クラブ連

合会が開催する「シルバーふれ愛まつり」等の福祉事業に協力します。 
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12 ふれあい出前講座 

  各種団体等の要望に応じて本会職員が地域に出向き、ボランティア活動の紹介、

介護保険サービスの利用方法、権利擁護事業の仕組み等について説明します。 

13 地域ふれあいサロン支援事業（町内 12 か所） 

地域サロンを運営する住民活動を支援するため、サロン保険料の負担、利用人

数に応じた活動助成金の交付、ふまねっとサポーターの派遣などを行い、各地域

でふれあいサロンを運営するボランティアの交流研修会を開催します。 

14 地域ふれあい用具等貸出事業 

公区の行事など地域の交流活動を支援するため、各種レクリエーション用具、

車いす等を無料で貸出しするほか、イベント用品として、業務用の綿菓子機、か

き氷機、ポップコーン機等の貸出しを行います。 

15 新規町民カフェと連携した社協直営サロンの開設（５月～11 月） 

 ボランティア団体の協力により、保健福祉センター内で開設する「町民カフェ・

モコ」と連携し、ふまねっとを活用した社協直営サロンを運営します。 

16 新規社会福祉法人連絡会（仮称）の設立 

町内に本部を置く社会福祉法人（社協、幕別真幸協会、ひまわり）で構成する

「社会福祉法人連絡会（仮称）」を設立し、地域における公益的な取り組み等につ

いて研究・協議を行います。 

17 新規除雪サービスモデル事業 

社協会費と共同募金助成金を財源とした福祉除雪サービスの仕組みをつくるた

め、公区と連携して除雪サービスモデル事業に取り組みます。 

18 新規生活困窮者等に対する安心サポート事業（道社協等との共同事業） 

   道社協及び道内の社会福祉法人による拠出金を活用し、生活困窮者の自立支援

に向けた相談支援事業を行い、緊急的な支援が必要な人に対して、灯油、家賃、

電気料金等の支払代行（現物給付）による経済的援助事業を行います。  

19 幕別町成年後見サポートセンター「まくさぽ」の運営 

社協事務所内に設置する「まくさぽ」において、次の事業を行います。 

 （１）総合相談事業（社協事業） 

    福祉制度・福祉サービスの情報提供、日常生活上の各種相談対応、生活困窮

者への応急資金（福祉金庫）の貸付、生活福祉資金貸付事業（道社協事業）の

貸付相談、必要な関係機関へのつなぎ等 

（２）後見実施機関業務（町委託事業） 

    成年後見制度の普及・啓発と相談対応、家庭裁判所への申立手続の支援、市

民後見人フォローアップ研修等の開催 

 （３）日常生活自立支援事業（道社協委託事業） 

    判断能力に不安のある方の福祉サービスの利用援助、日常的な金銭管理等の

援助 
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（４）法人後見事業（社協事業） 

    法定後見（補助・保佐・後見）の受任による本人の身上監護（生活、療養看

護に関する事務）及び財産管理（預貯金の管理・払い戻し、年金等の受領） 

 20 障がい者就労支援カフェ「ノンノ」の運営 

   札内コミュニティプラザにおいて、障がい者とボランティアによるカフェを運 

営し、障がい者の一般雇用に向けた活動を支援するとともに、家に閉じこもりが 

ちな高齢者や子育て中の母親と子供たちが気軽に交流できる居場所をつくります。 

                       

【３】法人直営事業 【１１５,０１４千円】 

１ 介護保険事業 

（１）ケアプランセンター事業 

介護支援専門員（ケアマネージャー）が、介護保険認定者の意向に基づく介

護サービス計画（ケアプラン）を作成し、利用者が生活環境に応じて必要なサ

ービスを受けられるようサービス提供事業所との連絡調整などを行います。 

（２）デイサービスセンター事業 

利用者が可能な限り自立した日常生活を営むことができるよう、食事や入浴、

機能訓練等の通所介護サービス及び介護予防通所介護サービスを提供します。 
 ２ 高齢者就労センター事業 

高齢者就労センターに登録する会員が自らの経験と能力を活かし、働くことの

中から生きがいを求めることができるよう、街路樹の剪定や草取り、公園の清掃、

歩道等の除雪、一般家庭の庭木剪定、農作業や草刈等の就労の場を提供します。 
 
【４】町からの受託事業 【２７,２５６千円】 
  町からの受託事業として、介護保険制度を補完するサービスを中心に、各種在宅

福祉サービス事業等を実施します。 

１ 外出支援（移送）サービス事業（無料） 

外出が困難な高齢者等の方に、自宅から医療機関や買い物等の目的地まで、リ

フト付きワゴン車等による移送サービスを行います。（２か月に５回まで） 

２ 布団洗濯乾燥サービス事業（無料） 

身体的、環境的に布団洗濯乾燥が困難な方に、布団や毛布等の洗濯・乾燥サー

ビスを行います。（洗濯は年４枚、乾燥は年 16 枚まで） 

３ 軽度生活援助事業（１時間 75 円） 

軽易な日常生活の支援を必要とする方に、掃除、洗濯、買い物、調理等の家事

援助サービスを行います。（週１回、２時間以内） 

４ 生きがい活動支援通所事業 

家に閉じこもりがちな方を対象に、近隣の公共施設において健康体操や趣味活

動等を行う場を提供し、地域との連携によって高齢者の社会参加を促進します。 
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（１）いきいきエンジョイ教室（無料：近隣センター等９箇所） 

健康体操、日常動作訓練、工芸等の趣味活動（定員 20 人、２週間に１回） 

（２）陶芸教室（月 1，000 円：幕別町保健福祉センター） 

初心者等を対象とした陶芸教室（定員 12 人、隔週で週２回） 

（３）昼食交流会（１食 400 円：忠類ふれあいセンター福寿） 

ボランティアの調理による昼食会とゲーム等による参加者の交流会（定員 40

人、４月～12 月まで月１回） 

（４）バス遠足（１回 1，000 円程度：忠類地区） 

日帰りのバス旅行による地域の子どもたちとの交流（定員 40 人、年２回） 

５ 高齢者在宅介護支援等事業 

（１）介護用品等給付事業（毎月 5，000 円を限度）※事業費の半額を社協が負担 

重度の要介護者が在宅する家庭に対し、介護用品（紙おむつ、尿取りパット

等）購入費の一部助成を行います。 

（２）在宅介護者の集い事業（無料）※事業費の半額を社協が負担 

自宅で家族を介護している方を対象に、日帰りバス旅行による悩み事相談や

情報交換等の親睦交流事業を行います。（年２回） 

（３）高齢者在宅訪問サービス事業（お元気ですか訪問）（無料） 

一人暮らしの高齢者宅を訪問し、安否確認を行うとともに日常会話を交わし、

孤独感の解消を図ります。（２週間に１回） 

（４）老人福祉センター送迎バスの添乗 

    老人福祉センターの送迎用バスに添乗し、利用者の乗降等の確認をします。 

（４路線・月２回） 

６ 高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業 

「道営とかち野団地高齢者世話付住宅」（シルバーハウジング）に生活援助員を

配置して、入居者の生活指導や相談業務等を行います。（対象 15 世帯） 
 ７ 介護予防支援業務（ケアプランセンター） 

   幕別町の委託を受け、要支援１・２の方の介護予防ケアプランを作成します。 

 ８ 後見実施機関業務 

   成年後見制度の普及・啓発と相談対応、家庭裁判所への申立手続の支援、市民 

後見人フォローアップ研修、後見実施機関運営協議会の運営等を行います。 

 ９ 生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）配置事業 

   高齢者の社会参加と住民主体による介護予防サービス提供の仕組みを構築する

ため、生活支援コーディネーターを配置して、地域に不足するサービスと支援ニー

ズの把握、関係者間のネットワークの構築、生活支援の担い手となるボランティア

の養成などに取り組みます。 

  

 

マコちゃん


